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初
心
者
無
料
入
門
レ
ッ
ス
ン
を
開
講

中
国
語
講
座
が
十
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

本
講
座
は
中
国
の
人
た
ち
と
の

友
好
を
深
め
る
た
め
に
、
中
国
語

で
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
基
礎
学

習
を
土
台
に
し
て
、
身
近
な
日
常

用
語
を
た
く
さ
ん
「
読
み
」
、
た

く
さ
ん
「
聞
き
」
、
繰
り
返
し
の

練
習
を
通
じ
て
中
国
語
に
「
慣
れ

る
→
話
せ
る
」
よ
う
に
な
る
こ
と

に
重
点
を
置
き
、
さ
ら
に
、
中
国

の
文
芸
作
品
な
ど
を
精
読
し
て
構

文
の
理
解
を
高
め
、
中
国
文
化
の

理
解
を
も
深
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

い
ま
や
中
国
は
、
日
本
人
に
と
っ

て
最
も
興
味
深
い
国
で
す
。

広
大
な
土
地
、
雄
大
な
大
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
生
活
、
そ
こ
に
住

む
人
、
そ
れ
ぞ
れ
関
心
の
持
ち
方

は
違
っ
て
も
、
誰
も
一
度

な
ら
ず
か
な
ら
ず
抱
く
の

は
、
「
中
国
語
を
話
せ
た

ら
」
と
の
思
い
で
す
。

漢
字
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ

て
き
た
の
で
な
ん
と
な
く

簡
単
に
思
え
ま
す
が
、
発

音
（
四
声
）
が
と
て
も
難
し
く
、
初

級
ク
ラ
ス
で
重
点
的
に
学
び
ま
す
。

ま
た
、
文
法
の
学
習
や
旅
行
な
ど

で
役
に
立
つ
日
常
会
話
も
習
得
し
ま

す
。
現
在
、
学
習
レ
ベ
ル
も
初
級
か

ら
高
級
ま
で
６
レ
ベ
ル
あ
り
ま
す
。

ま
た
生
徒
数
は
、
二
百
九
十
名
を
越

え
、
十
七
歳
の
高
校
生
の
方
か
ら
八

十
四
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
ま
で
、
毎

日
、
熱
心
に
授
業
を
受
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
な
か
に
は
、
定
期
券
を
買
っ

て
週
４
回
受
講
さ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

語
学
の
学
習
に
王
道
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
々
、
継
続
し
て
中
国
語
を
聞

き
、
話
し
、
読
み
、
書
く
こ
と
を
繰

り
返
す
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
中
国
へ
旅
行
し
た
時
な
ど

片
言
で
も
地
元
の
人
に
通
じ
た
ら
嬉

し
い
で
す
し
、
中
国
映
画

を
字
幕
ス
ー
パ
ー
を
観
な

く
て
も
理
解
で
き
た
ら
感

激
で
す
。

ぜ
ひ
、
会
員
の
皆
様
も

講
座
に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

府連通信

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

あ
な
た
も
太
極
拳
を

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
が
は
じ
め
た
三
十
年
前
は
、

会
場
を
借
り
に
行
っ
て
も
「
太
極
拳
っ

て
な
に
？
」
「
施
設
が
壊
さ
れ
る
、

床
が
痛
む
、
と
か
言
わ
れ
て
」
な
か

な
か
貸
し
て
も
ら
え
ず
、
目
の
前
で

演
じ
て
「
日
本
舞
踊
よ
り
静
か
で
す

ネ
」
と
納
得
さ
せ
た
り
、
と
大
変
で

し
た
。

今
は
、
あ
る
新
聞
で
は
女
性
の
や

り
た
い
、
や
っ
て
み
た
い
ス
ポ
ー
ツ

の
ベ
ス
ト
４
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
年
に
な
っ
て
富
田
林
支
部
が
教

室
を
開
講
、
こ
の
秋
、
十
月
よ
り
淀

川
区
で
土
曜
昼
間
教
室
が
、
守
口
市

で
は
常
設
教
室
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
八
日
に
は
石
清
水
八
幡
宮

研
修
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、
約
二
百

人
規
模
の
「
太
極
拳
ま
つ
り
・
表
演

発
表
会
」
を
開
き
ま
す
。
近
畿
・
東

海
各
太
極
拳
教
室
か
ら
、
得
意
の
太

極
拳
を
表
演
し
ま
す
。

太
極
拳
普
及
活
動
を
通
じ
て
、
楽

し
み
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
っ

て
、
準
会
員
や
会
員
の
仲
間
を
ふ
や

す
組
織
強
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。

最
初
開
設
ま
で
手
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
近
く
で
公
共
施
設
な
ど
の
会

場
が
あ
れ
ば
、
太
極
拳
教
室
を
開
く

こ
と
が
出
来
ま
す
。
是
非
各
支
部
で

も
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

地
域
に
根
ざ
し
た
教
室
ほ
ど
発
展

し
て
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
の
作
り
方
、
講
師
派
遣
は

大
阪
府
連
・
太
極
拳
委
員
会
に
、
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

大
阪
府
連
太
極
拳
委
員
長

恒
岡
正
勝

１０月から中国語講座が始まります

期 間：2007年１０月～2008年３月

受講料：週１回 39,000円（会員36,000円）

週２回 69,000円

入学金：15,000円（入門初級ｸﾗｽ～高級ｸﾗｽ）

プライベートレッスンも受講できます。

会場：日中友好協会内（日中文化センター）

連絡先：大阪府連06-6372-8131

平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る
第
五

六
回
関
西
平
和
美
術
展
が
、
八
月

二
九
日
か
ら
九
月
二
日
の
日
程
で
、

天
王
寺
公
園
内
の
美
術
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

油
彩
・
水
彩
・
水
墨
画
・
き
り

え
・
写
真
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
、
無
審
査
・
非
賞
・
な
ん
の

束
縛
も
な
い
自
由
な
作
品
が
、
２

０
４
人
か
ら
３
１
６
点
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

日
中
府
連
会
員
の
梅
川
勉
さ
ん
、

近
藤
好
幸
さ
ん
、
田
宮
勝
美
さ
ん
、

前
田
尋
さ
ん
が
力
作
を
出
展
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

残
暑
の
き
び
し
い
最
終
日
に
は
、

出
品
者
を
か
こ
ん
で
作
品
を
鑑
賞

し
な
が
ら
、
合
評
を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
。
元
会
員
の
山
中
孝
夫
さ

ん
は
大
阪
の
下
町
・
古
い
民
家
を

テ
ー
マ
に
し
た
三
点
を
出
展
し
て

い
ま
し
た
。

府
連
会
員
の
き
り
え
も
出
展

関
西
平
和
美
術
展
三
一
六
点
が
展
示

大連外大へ短期留学
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農
村
の
近
代
化
と
切
っ
て
も
切
れ

な
い
も
の
に
道
路
建
設
が
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
中
国
は
広
い
、
現
在
で
は

ち
ょ
っ
と
し
た
都
市
間
は
高
速
道
路

な
ど
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

一
歩
地
方
の
村
や
部
落
（
少
数
民
族
）

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
道
が
狭
く
未
舗
装

の
た
め
で
こ
ぼ
こ
で
数
十
キ
ロ
行
く

に
も
数
時
間
を
要
す
る
の
は
ざ
ら
で

あ
る
。

現
在
の
農
村
は
三
農
政
策
に
よ
る
政

府
の
援
助
を
受
け
て
徐
々
に
改
善
さ

れ
て
き
て
は
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
都

市
部
と
比
べ
る
と
落
差
は
大
き
い
。

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
地
方
都
市

と
部
落
を
結
ぶ
道
路
や
村
々
を
結
ぶ

道
路
の
建
設
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に

原
因
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
の
例
と
し
て
雲
南
省
昆
明
（
省

都
）
と
言
う
と
こ
ろ
が
有
り
ま
す
が
、

そ
こ
か
ら
思
茅
市
（
雲
南
省
の
南
西

部
に
有
り
人
口
２
５0

万
ほ
ど
で
ミ

ヤ
ン
マ
ー
に
近
く
鉄
道
が
無
い
）
に

は
少
数
民
族
（
ハ
ニ
族
、
イ
ラ
フ
族

等
々
）
の
居
住
す
る
部
落
が
点
在
し

ま
す
、
人
口
に
占
め
る
割
合
は6

0

％

て
い
ど
で
、

古
く
か
ら
御
茶
を
栽
培
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
、
昆
明
か
ら
思
茅
間
が
６

０
０
ｋ
ｍ
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
、

当
時
の
話
を
張
春
侠
さ
ん
（
思
茅
に

生
ま
れ
３
０
年
近
く
北
京
で
暮
ら
し

て
い
る
）
の
話
し
で
は
、
付
近
は
山

道
で
未
舗
装
の
狭
い
道
路
だ
っ
た
。

昆
明
か
ら
長
距
離
バ
ス
で
２
泊
３
日

の
道
の
り
で
、
ま
ず
は
楊
武
ま
で
１

日
が
か
り
で
行
き
１
泊
、
２
日
目
は

楊
武
か
ら
黒
江
に
着
き2

泊
目
を
し

ま
す
、
そ
し
て
あ
く
る
朝
出
発
し
て

３
日
目
の
午
後
４
時
に
思
茅
に
着
く

と
言
う
具
合
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
が
高
速
道
路
開
通
で
休
憩
な
し
の

６
時
間
で
着
き
ま
す
。

笑
い
話
で
は
な
い
の
で
す
が
、
当
時

は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
豪
自
と
い
う
山
村

か
ら
町
ま
で
運
ぶ
の
に
ラ
バ
で
売
り

に
行
く
の
に
ラ
バ
に
揺
ら
れ
続
け
て

町
に
着
い
た
ら
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮

と
尻
の
皮
が
む
け
て
商
売
に
な
ら
な

か
っ
た
と
か
、
現
在
で
は
道
路
が
開

通
し
工
場
に
運
べ
ば
工
場
で
皮
を
剥

い
て
加
工
し
ま
す
。
今
は
大
変
便
利

に
な
っ
て
出
稼
ぎ
に
出
る
こ
と
も
少

な
く
な
り
私
も
び
っ
く
り
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

当
時
は
畑
で
作
っ
て
も
売
る
と
こ
ろ

が
無
く
畑
で
腐
ら
せ
る
だ
け
で
、
必

然
的
に
自
分
の
と
こ
ろ
で
食
べ
る
穀

物
し
か
栽
培
し
な
く
な
っ
た
の
で
非

常
に
貧
し
か
っ
た
と
の
事
で
す
。

こ
う
し
た
道
路
整
備
さ
れ
た
村
や
山

間
部
は
恵
ま
れ
て
い
て
ま
だ
ほ
ん
の

一
部
で
す
。

（
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

（
続
編
）
中
国
で
の
新
農
村
建
設

農
村
の
近
代
化
と
道
路
建
設

太
極
拳
教
室
案
内

府
連
教
室

開
講
中

な
ん
ば
府
立
体
育
館
な
ど

月
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

西
支
部
教
室

開
講
中

北
ス
ポ
ー
ツ
・
東
梅
田
体
育
館

木
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

守
口
教
室
・
第
一
中
学
体
育
館

金
曜
日
・
午
後
七
時
か
ら

守
口
東
部
教
室
・
東
部
公
民
館

土
曜
日
・
午
後
一
時
か
ら

富
田
林
教
室

開
講
中

富
田
林
市
立
総
合
体
育
館

水
曜
日
午
後
六
時
四
五
分
か
ら

詳
細
は
府
連
事
務
局
ま
で

０７「太極拳まつり」
秋に石清水体育館で開催

表演はアレンジやお祭り的要素の出し物もＯＫ

です。普段やっている教室の練習種目をそのまま

やってもらうのも大歓迎です。西支部主催です。

場 所 石清八幡宮研修センター体育館

日 時 2007年10月27日(土)～28日(日)

詳細・連絡先：大阪府連06-6372-8131

組
織
強
化
の
現
状
と
展
望
を
討
議

第
一
回
地
方
組
織
対
策
委
員
会
開
く

二
万
人
の
組
織
目
標
の
実
現
に

む
け
て
全
国
の
日
中
で
会
員
拡
大

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

九
月
十
二
日
、
東
京
で
開
催
さ

れ
た
「
第
一
回
地
方
組
織
対
策
委

員
会
」
で
は
０
５
年
度
か
ら
０
６

年
度
ま
で
で
会
員
・
準
会
員
８
０

０
名
の
拡
大
が
達
成
で
き
た
（
全

国
で
一
万
千
名
の
組
織
）
要
因
と

課
題
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

主
な
テ
ー
マ
は
次
の
内
容
で
す
。

（
１
）
達
成
の
要
因
に
つ
い
て

①
情
勢
の
討
議
と
協
会
・
運
動
へ

の
確
信

②
拡
大
目
標
の
明
確
化

０
５
年
度
「
５
０
０
名
拡
大
」
・

０
６
年
度
「
一
万
千
名
」

③
空
白
の
克
復
と
支
部
再
建

沖
縄
・
茨
城
の
再
建
、
計
十
七
支

部
の
結
成
と
再
建

④
支
部
を
重
視
し
た
拡
大

宮
城
・
東
京
・
福
岡

⑤
諸
活
動
と
組
織
拡
大
の
結
合

文
化
諸
活
動
、
友
好
交
流
活
動
、

「
残
留
孤
児
」
訴
訟

⑥
新
し
い
「
入
会
の
し
お
り
」
の

活
用

（
２
）
教
訓
と
課
題
に
つ
い
て

①
活
発
な
組
織
と
停
滞
が
続
く
組

織
の
落
差

②
困
難
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
組

織
へ
の
手
立
て
不
足

③
学
習
・
宣
伝
の
不
足
―
運
動
の

展
望
・
ビ
ジ
ョ
ン
具
体
化
の
弱
さ

（
３
）
長
期
的
な
目
標
の
具
体
化

に
つ
い
て

①
二
万
人
組
織
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン②
地
方
組
織
の
専
従
体
制
の
維
持

と
確
立
、
「
専
従
者
会
議
」
の
開

催
を
検
討

③
達
成
に
む
け
て
の
推
進
体
制
と

手
立
て

④
運
動
の
幅
と
拡
大
の
対
象
を
広

げ
る
新
た
な
活
動
へ
の
挑
戦

大
阪
府
連
で
も
５
０
名
の
新
し

い
会
員
・
準
会
員
を
拡
大
し
７
０

０
名
の
組
織
に
す
る
た
め
に
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
周
り
に
お

ら
れ
る
、
中
国
に
関
心
の
あ
る
方

に
は
、
日
中
友
好
協
会
へ
の
入
会

を
お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
長

高
瀬
龍
二
）


